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親子農業体験用サツマイモの育成管理（草むし

り）、野菜収穫体験等 平成24年6月24日

来訪者の皆様へ

東久留米市内の畑では、様々な野菜の

収穫がされています。野島農園の圃場

にて、梅雨の晴れ間をぬって、サツマ

イモ育成管理として、草むしりを行い

ました。

その後、お彼岸前に植えたジャガイモ

と昨年度の秋頃に植えた玉ねぎの収穫

を行いました。

草むしりの作業は一人では大変です

が、参加者同士で、語らいながらやる

ので、会話が弾んで、楽しく作業でき

ました。

また、「自分で育てた野菜は、普段食

べるものと異なり、より美味しく感じ

る」と多くの方は語っています。

自然農法は、除草剤を使わないため、

草が伸びやすく、日々格闘していま

す。

特に、梅雨時期の雑草の成長が早く、

サツマイモの姿が見えなくなりまし

た。

日が当たらないと、成長しにくいた

め、一本一本丁寧に草をむしり、サツ

マイモに日が当たるようにしました。

今回、草むしり作業に子供達

に協力してもらったのは、収

穫時だけではなく、野菜の育

成過程全体を体験して頂きた

いためです。

草むしりは大変大切な作業で

す。草の花が咲く前に取るこ

とで、種の繁殖を抑え、翌年

の手間が減ります。

この様に、野菜の育成過程に

おいて、草むしりは大切な作

業の一つです。

むしった草は、乾燥させて敷

藁として使うことで、畑の水

分を保ち、乾燥を防ぐので、

野菜の毛細根の育成に継ると

思います。又、発酵させて堆

肥としても活用しています。

自然農法は自然を模範とし

て、全て再活用しています。
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ここで、自然農法についての

概要を説明致します。

自然農法の原則は二つあり、

その一つ目は大自然を規範と

すること、二つ目は土の偉力

（いりょく）を発揮させるこ

とです。

土は「堆肥の塊（かたま

り）」であるとも言われてい

ます。土には、養分をはじ

め、作物を育てる力が備わっ

ています。土の中には、数千

年前から数万年分の養分が含

まれています。しかし、その

大半は実は作物に吸収されに

くい形態そこにあります。そ

こで、自然農法ではその土が

養分を提供してくれるよう、

土づくりや作物の栽培をして

いくことが重要と捉えていま

す。

実は、植物を育てる際「最も

大切なことは、根の末端であ

る毛細根の伸びをよくするこ

とである」と言われていま

す。

毛細根の寿命は、数日間と言

われています。そこで、常に

新しい毛細根が発達していく

よう土をよく耕す事が大切で

す。又、植物には自らの体を

活用し、大気中にある窒素を

固定し体内に取り組む働きが

あります。植物（作物）の体

内には根から葉に及ぶあらゆ

る器官の細胞内部や細胞間隙

に、共生的に生活する多数の

カビや細菌【内生菌（エンド

ファイト）】が存在していま

す。

この内生菌は自信に必要な栄養を植

物に依存する代わりに、窒素を大気

中から固定し植物の成長を促進と、

様々な機能を発揮しています。ま

た、植物の根から分泌する養分を土

壌微生物が利用するとともに、植物

の根、毛細根も生き代わり、その遺

体もそれらの微生物によって分解さ

れ、腐植化されて、植物のその他の

残渣も腐植になり、植物自身が土を

肥やす働きをしてくれます。以上、

自然農法は、自然界に存在する物質

を循環させる、低投入、低ロス型の

栽培です。

*****************************

生命産業と言われる農業です

が、日本農業は大変厳しい状

況に置かれています。

生産者の高齢化と継続者不

足、進み行く離農や農地の荒

廃、そして生産量の減少や食

の欧米化による食料自給率の

低下、環太平洋地域における

関税撤廃論議。難問が山積み

になっている日本農業を立て

直す上で、その鍵を握ってい

るのが、有機農業・自然農

法、地産地消の広がりだとも

いわれています。

*****************************

今後の予定

今年も、門前自治会主催で親

子農業体験・炊き出し訓練等

を実施予定です。

参加者に安心・安全な野菜を

収穫して頂きたいと思ってい

ます。

・ジャガイモ掘り

7月21日(土)10〜13時迄。

・さつま芋掘り

10月20日(土)10〜13時迄。

・餅つき大会

12月9日(日）11〜14時迄。

主催：門前自治会

会場：野島農園

問い合わせ先：

野島貞夫042-471-0912 迄

詳細は、『門前自治会』検

索。

*****************************

毎月第4日曜日8時30分 〜11時30分

迄、

体験農園用作物の肥培管理を実施す

るためにボランティアを募集中。

農業体験し、その後収穫し健康ライ

フしませんか！

…待っています。

野島農園ふれあい交流会・東久留米
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